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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年11月2日に公表した平成19年3月期（平成18年4月1日～平成
19年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．平成19年3月期連結業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２９，２００ １，３５０ ６６０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２８，６００ １，３００ ２５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △６００ △５０ △４１０ 

増 減 率            （％） △２．１ △３．７ △６２．１ 

（ご参考） 
前期実績（平成18年3月期） 

２８，６７０ １，６６０ ３８２ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）35円68銭 

 

２．平成19年3月期通期業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２７，１００ １，１５０ ５６０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２６，６３０ ９９０ ２３０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △４７０ △１６０ △３３０ 

増 減 率            （％） △１．７ △１３．９ △５８．９ 

（ご参考） 
前期実績（平成18年3月期） 

２６，５２１ １，４７４ ２５９ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）32円82銭 



 
３．修正の理由 

 当事業年度の業績につきましては、ビルメンテナンス事業において、プロパティマネジメント

に関連した業務が順調に推移しました。しかし、介護事業において入居者獲得が予定より遅れて

いることや、不動産分譲事業において一部売却が翌期にずれ込みました。 

 また、投資先である子会社等の財政状態の一時的な悪化を適時に当社の投資勘定に反映させ、

財務内容の健全化を図るために子会社の評価損等を見込計上しました。 

その他、諸要因を総合的に勘案し、今後の業績の進捗見込を検討した結果、上記のように業績

予想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる場合があります。 

 

 
 

以 上 

 


